
学校番号 ３０８ 

令和２年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ３ 第２学年 

PerspectiveEnglish 
CommunicationⅡ(第一学習社）
本文完成ノート、システム英単語、

READING CORE 、 Listening 

Essentials 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱでは、１年生で学習したことを基礎にして英語の 4 技能を統合的に伸ばしていきます。そ

の中でも特に、リーディング、リスニング、スピーキングの３技能を伸ばす活動として、音読、ペアワーク、グループ

ワークなど、英語の音声を通じての活動を多く行います。「聞く」・「話す」活動に積極的に取り組み４技能をバランス

よく伸ばしていきましょう。 

・２年生時に学習する語彙や表現の習得は、４技能全てにおいて非常に重要な基礎となり、今後の発展的学習の要となり

ます。予習・復習において、正しい発音に留意しながら何度も声に出して例文・本文を読むことで、各レッスンごとに

しっかり語彙と表現を習得し増やしていきましょう。 

・リーディングスキルを伸ばすために、速読と精読の両方が必要です。必ず両方にしっかり取り組み、それぞれに必要な

スキルを理解し、習得していきましょう。 
 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：コミュニケーション英語Ⅱ（３単位）、英語表現Ⅱ（２単位） 

主な教材：Perspective E.C.Ⅱ(第一学習社）、Vision Quest English ExpressionⅡ Ace(啓林館) 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・ 

評価 
学習到達目標 

科目・ 

評価 
学習到達目標 

科目・ 

評価 
学習到達目標 

科目・ 

評価 

・わかりやすい表現を

使って、伝わるように

工夫しながら、積極的

にコミュニケーショ

ンをとることができ

る。 

・正しい発音やイント

ネーションで伝える

ことができる 

・決められたテーマや

自分が選んだテーマ

について表や絵など

を用いて聞き手の様

子を見ながらでプレ

ゼンテーションがで

きる 

コ英Ⅱ 

プ レ ゼ

ン テ ー

ション 

 

英表Ⅱ 

暗 唱 テ

スト 

 

・１年次より学んだ

文法･表現を使って

正しく英文を書くこ

とができる。 

・論理的なパラグラ

フの構成を理解し、

100 語程度のエッセ

イが書ける。 

・与えられたテーマ

や問題について、自

分の意見･考えを整

理し、適切な例示を

使ってエッセイが書

ける。 

・辞書や資料を必要

に応じて適切に使い

こなすことができ

る。 

コ英Ⅱ 

・定期考

査 

・課題提

出 

 

英表Ⅱ 

・定期考

査 

・暗唱テ

スト 

・課題提

出 

・聞き取ったことの

要点を理解できる。 

・必要な詳細情報を

意識して、聞き取れ

る。 

・ナチュラルなスピ

ードのネイティブの

英語の聞き取りにく

い音声の特徴を理解

し、推測しながら聞

き取とれる。 

・発表者・発言者の

言ったことを積極的

に聞き取れる。 

コ英Ⅱ 

・リス

ニング

教材 

・定期

考査 

 

英表Ⅱ 

・ CD

等音声

教材 

・社会的な話題や

時事問題、科学的･

歴史的な話題等、

発展的な内容の英

文を速読し、概要

を掴むことができ

る。 

・難解な英文を精

読し、情報や考え

などの根拠や例示

などの詳細を捉

え、また、的確な

日本語にすること

ができる 

・辞書や資料を必

要に応じて適切に

使いこなすことが

できる。 

コ英Ⅱ 

・定期考

査 

・課題提

出 

 

英表Ⅱ 

・定期考

査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

発表、ペアワーク、グループ

ワークで関心・意欲を持って

言語活動を行っているかにつ

いて、授業における発言の回

数や、ペアワーク、グループ

ワークでの態度や積極性の観

察など、的確に評価できる方

法で実施する。 

習得した語彙や表現を使えて

いるか、論理的に考えを表現

できているかについて、小テ

スト・定期テスト、ノート・

プリント等の提出など、的確

に評価できる方法で実施す

る。 

英文を聞いたり読んだりした

内容を理解できているかにつ

いて、小テスト・定期テスト、

ノート・プリント等の提出な

ど、的確に評価できる方法で

実施する。 

聞いたり読んだりした英文を

通して、外国語や異文化につ

いて母語や自国の文化と対比

しながら考え理解しているか

について、発表やエッセイの

提出など、的確に評価できる

方法で実施する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

 



４ 学習の活動 

単元 
（配当時間） 

題材内容 
題材利用の
視点 

単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 1 

（12 時間） 

学ぶことへの
意欲を捨て切

れなかった少
年が独学で発
電を学んだこ

とを述べた内
容。 

※文型・文法

事項：With 

…などが条
件を表す仮

定法／同格
の that 

学ぶという
ことに関心

を持たせ，生
徒がこれま
でに学習し

てきたこと
の活用方法
について自

ら考えさせ
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
主人公の少年が独学
で発電を学んだこと

について理解しよう
とする。 

b. 主人公の少年が独学

で発電を学んだこと
についての英文を読
んで，学ぶということ

に関心を持ち，知識を
深めようとする。 

c. 主人公の少年が独学

で発電を学んだこと
について，自分の考え
を英語で表現しよう

とする。 

d. 主人公の少年が独学
で発電を学んだこと

についての自分の考
えを英語で書こうと
する。 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
主人公の少年が独学で
発電を学んだことにつ

いて理解しようとして
いる。 

b. 主人公の少年が独学

で発電を学んだことに
ついての英文を読ん
で，学ぶということに

関心を持ち，知識を深
めようとしている。 

c. 主人公の少年が独学

で発電を学んだことに
ついて，自分の考えを
英語で表現しようとし

ている。 

d. 主人公の少年が独学
で発電を学んだことに

ついての自分の考えを
英語で書こうとしてい
る。 

・JTE，ALT

の 発 言 や
CD を聞い
たり，英文

を読んだり
して，その
内容を理解

し，それに
ついて話し
たり，書い

たりする活
動を行う。 

・話す，書くを

中心に言語
活動を観察
する。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの

状況の判断
材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」 

a. 英問に口頭で適切に

解答する。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように

発表する。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切

に応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに

おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. With …などが条件を
表す仮定法／同格の
that など，学習した

表現を用いた文を書
く。 

f. 自分の考えや意見を

表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に

解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように発
表することができる。 

c. JTE，ALT からの問い

かけに対して適切に応
答することができる。 

d. ペア，グループでの対

話練習，話し合いにお
いて，相手の理解を確
認しながら適切な発言

ができる。 

e. With …などが条件を
表す仮定法／同格の

that など，学習した表
現を用いた文を書くこ
とができる。 

f. 自分の考えや意見を表
現する文を書くことが
できる。 

・英文に関す

る英問に解
答 し た り
Over to 

You で発表
活動を行っ
たりする。 

・課末の練習
問題に解答
する。 

・授業における

簡単なイン
タビューテ
ストや筆記

テストを行
う。 

・課末の練習問

題の解答状
況を見る。 

   「外国語理解の能力」 

a. 本文の英文を聞い

て，内容を理解する。 

b. 本文の英文を読ん
で，主人公の少年の行

動について理解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英

問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 本文の英文を聞いて，

内容を理解することが
できる。 

b. 本文の英文を読んで，

主人公の少年の行動に
ついて理解することが
できる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解するこ

とができる。 

d. 本文のSummaryを把
握することができる。 

・英文を読ん

で内容を把
握し，英語
の質問に答

えたり要約
し た り す
る。 

・授業において

内容把握を
確認する英
問を行った

り簡単な筆
記テストを
行う。 

・ 課 末 の
Summaryな
どの練習問

題の解答状
況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. マラウィの言語と文

化や，主人公の少年が
独学で発電を学んだ
ことについて理解す

る。 

b. With …などが条件
を表す仮定法／同格

の that を用いた文を
理解する。 

a. マラウィの言語と文

化や，主人公の少年が
独学で発電を学んだこ
とについて理解するこ

とができる。 

b. With …などが条件を
表す仮定法／同格の

that を用いた文を理解
することができる。 

・本文を読ん

だり，参考
資料による
学習を行っ

たりする。 

・ 課 末 の
Language 

Awareness

による学習
を行う。 

・筆記テストを

行う。 

・課末の練習問
題の解答状

況を見る。 

 
 

 



単元 
（配当時間） 

題材内容 
題材利用の
視点 

単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 2 

（12 時間） 

オリンピッ
クの歴史と

オリンピッ
クにおける
「おもてな

し」の精神に
ついて述べ
た内容。 

※文型・文法
事項：未来
完 了 形 ／

完 了 動 名
詞 

オリンピッ
クの歴史に

関心を持た
せ，オリンピ
ックの意義

と 世 界 平
和・国際協調
の関連につ

いて自ら考
えさせる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
オリンピックの歴史
とオリンピックにお

ける「おもてなし」の
精神について理解し
ようとする。 

b. オリンピックの歴史
とオリンピックにお
ける「おもてなし」の

精神についての英文
を読んで，オリンピッ
クの意義に関心を持

ち，知識を深めようと
する。 

c. オリンピックの歴史

とオリンピックにお
ける「おもてなし」の
精神について，自分の

考えを英語で表現し
ようとする。 

d. オリンピックの歴史

とオリンピックにお
ける「おもてなし」の
精神についての自分

の考えを英語で書こ
うとする。 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
オリンピックの歴史と
オリンピックにおける

「おもてなし」の精神
について理解しようと
している。 

b. オリンピックの歴史
とオリンピックにおけ
る「おもてなし」の精

神についての英文を読
んで，オリンピックの
意義に関心を持ち，知

識を深めようとしてい
る。 

c. オリンピックの歴史

とオリンピックにおけ
る「おもてなし」の精
神について，自分の考

えを英語で表現しよう
としている。 

d. オリンピックの歴史

とオリンピックにおけ
る「おもてなし」の精
神についての自分の考

えを英語で書こうとし
ている。 

・JTE，ALT

の 発 言 や
CD を聞い
たり，英文

を読んだり
して，その
内容を理解

し，それに
ついて話し
たり，書い

たりする活
動を行う。 

・話す，書くを

中心に言語
活動を観察
する。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの

状況の判断
材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」 

a. 英問に口頭で適切に
解答する。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問い
かけに対して適切に
応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を

確認しながら適切な
発言をする。 

e. 未来完了形／完了動

名詞など，学習した表
現を用いた文を書く。 

f. 自分の考えや意見を

表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ

る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように発

表することができる。 

c. JTE，ALT からの問い
かけに対して適切に応

答することができる。 

d. ペア，グループでの対
話練習，話し合いにお

いて，相手の理解を確
認しながら適切な発言
ができる。 

e. 未来完了形／完了動
名詞など，学習した表
現を用いた文を書くこ

とができる。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこと

ができる。 

・英文に関す
る英問に解

答 し た り
Over to 

You で発表

活動を行っ
たりする。 

・課末の練習

問題に解答
する。 

・授業における
簡単なイン

タビューテ
ストや筆記
テストを行

う。 

・課末の練習問
題の解答状

況を見る。 

   「外国語理解の能力」 

a. 本文の英文を聞い
て，内容を理解する。 

b. 本文の英文を読ん

で，オリンピックの意
義について理解する。 

c. 各 Part において，本

文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を

把握する。 

a. 本文の英文を聞いて，
内容を理解することが
できる。 

b. 本文の英文を読んで，
オリンピックの意義に
ついて理解することが

できる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英

問の内容を理解するこ
とができる。 

d. 本文の Summary を

把握することができ
る。 

・英文を読ん
で内容を把
握し，英語

の質問に答
えたり要約
し た り す

る。 

・授業において
内容把握を
確認する英

問を行った
り簡単な筆
記テストを

行う。 

・ 課 末 の
Summaryな

どの練習問
題の解答状
況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. オリンピックをはじ
めとしたスポーツ文

化について理解する。 

b. 未来完了形／完了動
名詞を用いた文を理

解する。 

a. オリンピックをはじ
めとしたスポーツ文化

について理解すること
ができる。 

b. 未来完了形／完了動

名詞を用いた文を理解
することができる。 

・本文を読ん
だり，参考

資料による
学習を行っ
たりする。 

・ 課 末 の
Language 

Awareness

による学習
を行う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問
題の解答状
況を見る。 



 

単元 

（配当時間） 
題材内容 

題材利用の

視点 
単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 3 

（12 時間） 

動物による

道具使用の
多様性とそ
の特徴を述

べた内容。 

※文型・文法
事項：仮定

法 を 含 む
表 現 ／ 否
定 語 ＋ 倒

置 

動物の知能

に関心を持
たせ，動物の
道具使用に

ついて自ら
考えさせる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. JTE，ALT の発言や
CD を真剣に聞いて，
動物による道具使用

の多様性とその特徴
について理解しよう
とする。 

b. 動物による道具使用
の多様性とその特徴
についての英文を読

んで，動物の知能に関
心を持ち，知識を深め
ようとする。 

c. 動物による道具使用
の多様性とその特徴
について，自分の考え

を英語で表現しよう
とする。 

d. 動物による道具使用

の多様性とその特徴
についての自分の考
えを英語で書こうと

する。 

a. JTE，ALT の発言や
CD を真剣に聞いて，
動物による道具使用の

多様性とその特徴につ
いて理解しようとして
いる。 

b. 動物による道具使用
の多様性とその特徴に
ついての英文を読ん

で，動物の知能に関心
を持ち，知識を深めよ
うとしている。 

c. 動物による道具使用
の多様性とその特徴に
ついて，自分の考えを

英語で表現しようとし
ている。 

d. 動物による道具使用

の多様性とその特徴に
ついての自分の考えを
英語で書こうとしてい

る。 

・JTE，ALT

の 発 言 や
CD を聞い

たり，英文
を読んだり
して，その

内容を理解
し，それに
ついて話し

たり，書い
たりする活
動を行う。 

・話す，書くを
中心に言語
活動を観察

する。 

・ワークシート
を提出させ，

取り組みの
状況の判断
材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 

a. 英問に口頭で適切に
解答する。 

b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問い

かけに対して適切に
応答する。 

d. ペア，グループでの

対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な

発言をする。 

e. 仮定法を含む表現／
否定語＋倒置など，学

習した表現を用いた
文を書く。 

f. 自分の考えや意見を

表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように発
表することができる。 

c. JTE，ALT からの問い
かけに対して適切に応
答することができる。 

d. ペア，グループでの対
話練習，話し合いにお
いて，相手の理解を確

認しながら適切な発言
ができる。 

e. 仮定法を含む表現／

否定語＋倒置など，学
習した表現を用いた文
を書くことができる。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこと
ができる。 

・英文に関す
る英問に解
答 し た り

Over to 

You で発表
活動を行っ

たりする。 

・課末の練習
問題に解答

する。 

・授業における
簡単なイン
タビューテ

ストや筆記
テストを行
う。 

・課末の練習問
題の解答状
況を見る。 

   「外国語理解の能力」 

a. 本文の英文を聞い

て，内容を理解する。 

b. 本文の英文を読ん
で，動物による道具使

用について理解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英

問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 本文の英文を聞いて，

内容を理解することが
できる。 

b. 本文の英文を読んで，

動物による道具使用に
ついて理解することが
できる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解するこ

とができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ

る。 

・英文を読ん

で内容を把
握し，英語
の質問に答

えたり要約
し た り す
る。 

・授業において

内容把握を
確認する英
問を行った

り簡単な筆
記テストを
行う。 

・ 課 末 の
Summaryな
どの練習問

題の解答状
況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. 道具使用の文化や，
動物による道具使用
の多様性とその特徴

について理解する。 

b. 仮定法を含む表現／
否定語＋倒置を用い

た文を理解する。 

a. 道具使用の文化や，動
物による道具使用の多
様性とその特徴につい

て理解することができ
る。 

b. 仮定法を含む表現／

否定語＋倒置を用いた
文を理解することがで
きる。 

・本文を読ん
だり，参考
資料による

学習を行っ
たりする。 

・ 課 末 の

Language 

Awareness

による学習

を行う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問

題の解答状
況を見る。 

 

 
 
 



単元 
（配当時間） 

題材内容 
題材利用の
視点 

単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 4 

（12 時間） 

レ シ ャ ー
ド・カレッド

医 師 の 日
本・アフガニ
スタン両国

での医療活
動について
述べた内容。 

※文型・文法
事項： be 

to- 不定詞

／ 前 置 詞
＋ 関 係 代
名詞 

レ シ ャ ー
ド・カレッド

医師の医療
活動に関心
を持たせ，医

療の真のあ
り方につい
て自ら考え

させる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
レシャード・カレッド
医師の医療活動につ

いて理解しようとす
る。 

b. レシャード・カレッ

ド医師の医療活動に
ついての英文を読ん
で，医療の真のあり方

に関心を持ち，知識を
深めようとする。 

c. レシャード・カレッド

医師の医療活動につ
いて，自分の考えを英
語で表現しようとす

る。 

d. レシャード・カレッ
ド医師の医療活動に

ついての自分の考え
を英語で書こうとす
る。 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
レシャード・カレッド
医師の医療活動につい

て理解しようとしてい
る。 

b. レシャード・カレッド

医師の医療活動につい
ての英文を読んで，医
療の真のあり方に関心

を持ち，知識を深めよ
うとしている。 

c. レシャード・カレッド

医師の医療活動につい
て，自分の考えを英語
で表現しようとしてい

る。 

d. レシャード・カレッド
医師の医療活動につい

ての自分の考えを英語
で書こうとしている。 

・JTE，ALT

の 発 言 や
CD を聞い
たり，英文

を読んだり
して，その
内容を理解

し，それに
ついて話し
たり，書い

たりする活
動を行う。 

・話す，書くを

中心に言語
活動を観察
する。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの

状況の判断
材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」 

a. 英問に口頭で適切に

解答する。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように

発表する。 

c. JTE，ALT からの問い
かけに対して適切に

応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに

おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. be to-不定詞／前置詞
＋関係代名詞など，学
習した表現を用いた

文を書く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に

解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように発
表することができる。 

c. JTE，ALT からの問い

かけに対して適切に応
答することができる。 

d. ペア，グループでの対

話練習，話し合いにお
いて，相手の理解を確
認しながら適切な発言

ができる。 

e. be to-不定詞／前置詞
＋関係代名詞など，学

習した表現を用いた文
を書くことができる。 

f. 自分の考えや意見を

表現する文を書くこと
ができる。 

・英文に関す

る英問に解
答 し た り
Over to 

You で発表
活動を行っ
たりする。 

・課末の練習
問題に解答
する。 

・授業における

簡単なイン
タビューテ
ストや筆記

テストを行
う。 

・課末の練習問

題の解答状
況を見る。 

   「外国語理解の能力」 

a. 本文の英文を聞い
て，内容を理解する。 

b. 本文の英文を読ん
で，レシャード・カレ
ッド医師の医療活動

について理解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英

問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 本文の英文を聞いて，
内容を理解することが

できる。 

b. 本文の英文を読んで，
レシャード・カレッド

医師の医療活動につい
て理解することができ
る。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解するこ

とができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ

る。 

・英文を読ん
で内容を把

握し，英語
の質問に答
えたり要約

し た り す
る。 

・授業において
内容把握を

確認する英
問を行った
り簡単な筆

記テストを
行う。 

・ 課 末 の

Summaryな
どの練習問
題の解答状

況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. アフガニスタンの文
化・風土・人の気質に
ついて理解する。 

b. be to-不定詞／前置詞
＋関係代名詞を用い
た文を理解する。 

a. アフガニスタンの文
化・風土・人の気質に
ついて理解することが

できる。 

b. be to-不定詞／前置詞
＋関係代名詞を用いた

文を理解することがで
きる。 

・本文を読ん
だり，参考
資料による

学習を行っ
たりする。 

・ 課 末 の

Language 

Awareness

による学習

を行う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問

題の解答状
況を見る。 

 

 
 
 



単元 
（配当時間） 

題材内容 
題材利用の
視点 

単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 5 

（12 時間） 

食糧損失と
食糧廃棄に

ついて，それ
らが発生す
る理由や引

き起こす影
響を述べた
内容。 

※文型・文法
事項：独立
分 詞 構 文

／ 複 合 関
係詞 

食糧損失・食
糧廃棄に関

心を持たせ，
それらを減
らすために

私たちがで
きることに
ついて自ら

考えさせる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
食糧損失と食糧廃棄
について理解しよう

とする。 

b. 食糧損失と食糧廃棄
についての英文を読

んで，それらを減らす
ためにできることに
関心を持ち，知識を深

めようとする。 

c. 食糧損失と食糧廃棄
について，自分の考え

を英語で表現しよう
とする。 

d. 食糧損失と食糧廃棄

についての自分の考
えを英語で書こうと
する。 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
食糧損失と食糧廃棄に
ついて理解しようとし

ている。 

b. 食糧損失と食糧廃棄
についての英文を読ん

で，それらを減らすた
めにできることに関心
を持ち，知識を深めよ

うとしている。 

c. 食糧損失と食糧廃棄
について，自分の考え

を英語で表現しようと
している。 

d. 食糧損失と食糧廃棄

についての自分の考え
を英語で書こうとして
いる。 

・JTE，ALT

の 発 言 や
CD を聞い
たり，英文

を読んだり
して，その
内容を理解

し，それに
ついて話し
たり，書い

たりする活
動を行う。 

・話す，書くを

中心に言語
活動を観察
する。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの

状況の判断
材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」 

a. 英問に口頭で適切に

解答する。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように

発表する。 

c. JTE，ALT からの問い
かけに対して適切に

応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに

おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. 独立分詞構文／複合
関係詞など，学習した
表現を用いた文を書

く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に

解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように発
表することができる。 

c. JTE，ALT からの問い

かけに対して適切に応
答することができる。 

d. ペア，グループでの対

話練習，話し合いにお
いて，相手の理解を確
認しながら適切な発言

ができる。 

e. 独立分詞構文／複合
関係詞など，学習した

表現を用いた文を書く
ことができる。 

f. 自分の考えや意見を

表現する文を書くこと
ができる。 

・英文に関す

る英問に解
答 し た り
Over to 

You で発表
活動を行っ
たりする。 

・課末の練習
問題に解答
する。 

・授業における

簡単なイン
タビューテ
ストや筆記

テストを行
う。 

・課末の練習問

題の解答状
況を見る。 

   「外国語理解の能力」 

a. 本文の英文を聞い
て，内容を理解する。 

b. 本文の英文を読ん
で，食糧損失と食糧廃
棄について理解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 本文の英文を聞いて，
内容を理解することが

できる。 

b. 本文の英文を読んで，
食糧損失と食糧廃棄に

ついて理解することが
できる。 

c. 各 Part において，本

文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解するこ
とができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ
る。 

・英文を読ん
で内容を把

握し，英語
の質問に答
えたり要約

し た り す
る。 

・授業において
内容把握を

確認する英
問を行った
り簡単な筆

記テストを
行う。 

・ 課 末 の

Summaryな
どの練習問
題の解答状

況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. 日本と世界の食をと

りまく状況について
理解する。 

b. 独立分詞構文／複合

関係詞を用いた文を
理解する。 

a. 日本と世界の食をと

りまく状況について理
解することができる。 

b. 独立分詞構文／複合

関係詞を用いた文を理
解することができる。 

・本文を読ん

だり，参考
資料による
学習を行っ

たりする。 

・ 課 末 の
Language 

Awareness

による学習
を行う。 

・筆記テストを

行う。 

・課末の練習問
題の解答状

況を見る。 

 
 

 
 
 

 
 
 



単元 
（配当時間） 

題材内容 
題材利用の
視点 

単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 6 

（12 時間） 

岡本太郎氏
の来歴や，戦

争に対する
考え方が自
らの作品に

与えた影響
を述べた内
容。 

※文型・文法
事項：動名
詞 の 意 味

上 の 主 語
／ 動 名 詞
（受動態） 

岡本氏の創
作に関心を

持たせ，それ
が世界に与
えている影

響について
自ら考えさ
せる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
岡本太郎氏の来歴と
氏の作品の根底にあ

る考えについて理解
しようとする。 

b. 岡本太郎氏の来歴と

氏の作品の根底にあ
る考えについての英
文を読んで，氏の創作

に関心を持ち，知識を
深めようとする。 

c. 岡本太郎氏の来歴と

氏の作品の根底にあ
る考えについて，自分
の考えを英語で表現

しようとする。 

d. 岡本太郎氏の来歴と
氏の作品の根底にあ

る考えについての自
分の考えを英語で書
こうとする。 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
岡本太郎氏の来歴と氏
の作品の根底にある考

えについて理解しよう
としている。 

b. 岡本太郎氏の来歴と

氏の作品の根底にある
考えについての英文を
読んで，氏の創作に関

心を持ち，知識を深め
ようとしている。 

c. 岡本太郎氏の来歴と

氏の作品の根底にある
考えについて，自分の
考えを英語で表現しよ

うとしている。 

d. 岡本太郎氏の来歴と
氏の作品の根底にある

考えについての自分の
考えを英語で書こうと
している。 

・JTE，ALT

の 発 言 や
CD を聞い
たり，英文

を読んだり
して，その
内容を理解

し，それに
ついて話し
たり，書い

たりする活
動を行う。 

・話す，書くを

中心に言語
活動を観察
する。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの

状況の判断
材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」 

a. 英問に口頭で適切に

解答する。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように

発表する。 

c. JTE，ALT からの問い
かけに対して適切に

応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに

おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. 動名詞の意味上の主
語／動名詞（受動態）
など，学習した表現を

用いた文を書く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に

解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように発
表することができる。 

c. JTE，ALT からの問い

かけに対して適切に応
答することができる。 

d. ペア，グループでの対

話練習，話し合いにお
いて，相手の理解を確
認しながら適切な発言

ができる。 

e. 動名詞の意味上の主
語／動名詞（受動態）

など，学習した表現を
用いた文を書くことが
できる。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこと
ができる。 

・英文に関す

る英問に解
答 し た り
Over to 

You で発表
活動を行っ
たりする。 

・課末の練習
問題に解答
する。 

・授業における

簡単なイン
タビューテ
ストや筆記

テストを行
う。 

・課末の練習問

題の解答状
況を見る。 

   「外国語理解の能力」 

a. 本文の英文を聞い

て，内容を理解する。 

b. 本文の英文を読ん
で，岡本太郎氏の来歴

と氏の作品について
理解する。 

c. 各 Part において，本

文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を

把握する。 

a. 本文の英文を聞いて，

内容を理解することが
できる。 

b. 本文の英文を読んで，

岡本太郎氏の来歴と氏
の作品について理解す
ることができる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解するこ

とができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ

る。 

・英文を読ん

で内容を把
握し，英語
の質問に答

えたり要約
し た り す
る。 

・授業において

内容把握を
確認する英
問を行った

り簡単な筆
記テストを
行う。 

・ 課 末 の
Summaryな
どの練習問

題の解答状
況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. 世界の芸術文化や，
岡本太郎氏の来歴と
氏の作品の根底にあ

る考えについて理解
する。 

b. 動名詞の意味上の主

語／動名詞（受動態）
を用いた文を理解す
る。 

a. 世界の芸術文化や，岡
本太郎氏の来歴と氏の
作品の根底にある考え

について理解すること
ができる。 

b. 動名詞の意味上の主

語／動名詞（受動態）
を用いた文を理解する
ことができる。 

・本文を読ん
だり，参考
資料による

学習を行っ
たりする。 

・ 課 末 の

Language 

Awareness

による学習

を行う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問

題の解答状
況を見る。 

 

 
 
 



単元 
（配当時間） 

題材内容 
題材利用の
視点 

単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 7 

（12 時間） 

マチュピチ
ュ発見まで

の経緯と遺
跡群の特徴
を述べた内

容。 

※文型・文法
事項：完了

形 の 分 詞
構 文 ／ 主
語 が 条 件

を 表 す 仮
定法 

世界の遺跡
に関心を持

たせ，その発
掘物の所有
権について

自ら考えさ
せる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
マチュピチュ発見ま
での経緯と遺跡群の

特徴について理解し
ようとする。 

b. マチュピチュ発見ま

での経緯と遺跡群の
特徴についての英文
を読んで，世界の遺跡

に関心を持ち，知識を
深めようとする。 

c. マチュピチュ発見ま

での経緯と遺跡群の
特徴について，自分の
考えを英語で表現し

ようとする。 

d. マチュピチュ発見ま
での経緯と遺跡群の

特徴についての自分
の考えを英語で書こ
うとする。 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
マチュピチュ発見まで
の経緯と遺跡群の特徴

について理解しようと
している。 

b. マチュピチュ発見ま

での経緯と遺跡群の特
徴についての英文を読
んで，世界の遺跡に関

心を持ち，知識を深め
ようとしている。 

c. マチュピチュ発見ま

での経緯と遺跡群の特
徴について，自分の考
えを英語で表現しよう

としている。 

d. マチュピチュ発見ま
での経緯と遺跡群の特

徴についての自分の考
えを英語で書こうとし
ている。 

・JTE，ALT

の 発 言 や
CD を聞い
たり，英文

を読んだり
して，その
内容を理解

し，それに
ついて話し
たり，書い

たりする活
動を行う。 

・話す，書くを

中心に言語
活動を観察
する。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの

状況の判断
材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」 

a. 英問に口頭で適切に

解答する。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように

発表する。 

c. JTE，ALT からの問い
かけに対して適切に

応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに

おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. 完了形の分詞構文／
主語が条件を表す仮
定法など，学習した表

現を用いた文を書く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に

解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように発
表することができる。 

c. JTE，ALT からの問い

かけに対して適切に応
答することができる。 

d. ペア，グループでの対

話練習，話し合いにお
いて，相手の理解を確
認しながら適切な発言

ができる。 

e. 完了形の分詞構文／
主語が条件を表す仮定

法など，学習した表現
を用いた文を書くこと
ができる。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこと
ができる。 

・英文に関す

る英問に解
答 し た り
Over to 

You で発表
活動を行っ
たりする。 

・課末の練習
問題に解答
する。 

・授業における

簡単なイン
タビューテ
ストや筆記

テストを行
う。 

・課末の練習問

題の解答状
況を見る。 

   「外国語理解の能力」 

a. 本文の英文を聞い

て，内容を理解する。 

b. 本文の英文を読ん
で，マチュピチュ発見

までの経緯について
理解する。 

c. 各 Part において，本

文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を

把握する。 

a. 本文の英文を聞いて，

内容を理解することが
できる。 

b. 本文の英文を読んで，

マチュピチュ発見まで
の経緯について理解す
ることができる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解するこ

とができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ

る。 

・英文を読ん

で内容を把
握し，英語
の質問に答

えたり要約
し た り す
る。 

・授業において

内容把握を
確認する英
問を行った

り簡単な筆
記テストを
行う。 

・ 課 末 の
Summaryな
どの練習問

題の解答状
況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. インカの文化や，マ
チュピチュ発見まで
の経緯と遺跡群の特

徴について理解する。 

b. 完了形の分詞構文／
主語が条件を表す仮

定法を用いた文を理
解する。 

a. インカの文化や，マチ
ュピチュ発見までの経
緯と遺跡群の特徴につ

いて理解することがで
きる。 

b. 完了形の分詞構文／

主語が条件を表す仮定
法を用いた文を理解す
ることができる。 

・本文を読ん
だり，参考
資料による

学習を行っ
たりする。 

・ 課 末 の

Language 

Awareness

による学習

を行う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問

題の解答状
況を見る。 

 

 
 
 



単元 
（配当時間） 

題材内容 
題材利用の
視点 

単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 8 

（12 時間） 

リトルロッ
クナインが

当時のアメ
リカ社会に
与えた影響

を述べた内
容。 

※文型・文法

事項：with

＋ 名 詞 ＋
分 詞 な ど

／ 仮 定 法
現在 

人種差別問
題に関心を

持たせ，現在
ではそれは
根絶された

のかについ
て自ら考え
させる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
リトルロックナイン
の歴史的成果につい

て理解しようとする。 

b. リトルロックナイン
の歴史的成果につい

ての英文を読んで，人
種差別問題に関心を
持ち，知識を深めよう

とする。 

c. リトルロックナイン
の歴史的成果につい

て，自分の考えを英語
で表現しようとする。 

d. リトルロックナイン

の歴史的成果につい
ての自分の考えを英
語で書こうとする。 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
リトルロックナインの
歴史的成果について理

解しようとしている。 

b. リトルロックナイン
の歴史的成果について

の英文を読んで，人種
差別問題に関心を持
ち，知識を深めようと

している。 

c. リトルロックナイン
の歴史的成果につい

て，自分の考えを英語
で表現しようとしてい
る。 

d. リトルロックナイン
の歴史的成果について
の自分の考えを英語で

書こうとしている。 

・JTE，ALT

の 発 言 や
CD を聞い
たり，英文

を読んだり
して，その
内容を理解

し，それに
ついて話し
たり，書い

たりする活
動を行う。 

・話す，書くを

中心に言語
活動を観察
する。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの

状況の判断
材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」 

a. 英問に口頭で適切に
解答する。 

b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問い

かけに対して適切に
応答する。 

d. ペア，グループでの

対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な

発言をする。 

e. with＋名詞＋分詞な
ど／仮定法現在など，

学習した表現を用い
た文を書く。 

f. 自分の考えや意見を

表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように発
表することができる。 

c. JTE，ALT からの問い
かけに対して適切に応
答することができる。 

d. ペア，グループでの対
話練習，話し合いにお
いて，相手の理解を確

認しながら適切な発言
ができる。 

e. with＋名詞＋分詞な

ど／仮定法現在など，
学習した表現を用いた
文を書くことができ

る。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこと

ができる。 

・英文に関す
る英問に解
答 し た り

Over to 

You で発表
活動を行っ

たりする。 

・課末の練習
問題に解答

する。 

・授業における
簡単なイン
タビューテ

ストや筆記
テストを行
う。 

・課末の練習問
題の解答状
況を見る。 

   「外国語理解の能力」 

a. 本文の英文を聞い
て，内容を理解する。 

b. 本文の英文を読ん

で，リトルロックナイ
ンについて理解する。 

c. 各 Part において，本

文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を

把握する。 

a. 本文の英文を聞いて，
内容を理解することが
できる。 

b. 本文の英文を読んで，
リトルロックナインに
ついて理解することが

できる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英

問の内容を理解するこ
とができる。 

d. 本文の Summary を

把握することができ
る。 

・英文を読ん
で内容を把
握し，英語

の質問に答
えたり要約
し た り す

る。 

・授業において
内容把握を
確認する英

問を行った
り簡単な筆
記テストを

行う。 

・ 課 末 の
Summaryな

どの練習問
題の解答状
況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. アメリカの言語と文
化や，リトルロックナ

インの歴史的成果に
ついて理解する。 

b. with＋名詞＋分詞な

ど／仮定法現在を用
いた文を理解する。 

a. アメリカの言語と文
化や，リトルロックナ

インの歴史的成果につ
いて理解することがで
きる。 

b. with＋名詞＋分詞な
ど／仮定法現在を用い
た文を理解することが

できる。 

・本文を読ん
だり，参考

資料による
学習を行っ
たりする。 

・ 課 末 の
Language 

Awareness

による学習
を行う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問
題の解答状
況を見る。 

 
 
 

 
 
 



単元 
（配当時間） 

題材内容 
題材利用の
視点 

単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 9 

（12 時間） 

エルトゥー
ルル号遭難

事 件 と 日
本・トルコの
交流を述べ

た内容。 

※文型・文法
事項：進行

形 （ 受 動
態）／完了
不定詞 

日本・トルコ
の交流に関

心を持たせ，
真の国際交
流について

自ら考えさ
せる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
エルトゥールル号遭
難事件と日本・トルコ

の交流について理解
しようとする。 

b. エルトゥールル号遭

難事件と日本・トルコ
の交流についての英
文を読んで，真の国際

交流に関心を持ち，知
識を深めようとする。 

c. エルトゥールル号遭

難事件と日本・トルコ
の交流について，自分
の考えを英語で表現

しようとする。 

d. エルトゥールル号遭
難事件と日本・トルコ

の交流についての自
分の考えを英語で書
こうとする。 

a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
エルトゥールル号遭難
事件と日本・トルコの

交流について理解しよ
うとしている。 

b. エルトゥールル号遭

難事件と日本・トルコ
の交流についての英文
を読んで，真の国際交

流に関心を持ち，知識
を深めようとしてい
る。 

c. エルトゥールル号遭
難事件と日本・トルコ
の交流について，自分

の考えを英語で表現し
ようとしている。 

d. エルトゥールル号遭

難事件と日本・トルコ
の交流についての自分
の考えを英語で書こう

としている。 

・JTE，ALT

の 発 言 や
CD を聞い
たり，英文

を読んだり
して，その
内容を理解

し，それに
ついて話し
たり，書い

たりする活
動を行う。 

・話す，書くを

中心に言語
活動を観察
する。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの

状況の判断
材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」 

a. 英問に口頭で適切に
解答する。 

b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問い

かけに対して適切に
応答する。 

d. ペア，グループでの

対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な

発言をする。 

e. 進行形（受動態）／完
了不定詞など，学習し

た表現を用いた文を
書く。 

f. 自分の考えや意見を

表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように発
表することができる。 

c. JTE，ALT からの問い
かけに対して適切に応
答することができる。 

d. ペア，グループでの対
話練習，話し合いにお
いて，相手の理解を確

認しながら適切な発言
ができる。 

e. 進行形（受動態）／完

了不定詞など，学習し
た表現を用いた文を書
くことができる。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこと
ができる。 

・英文に関す
る英問に解
答 し た り

Over to 

You で発表
活動を行っ

たりする。 

・課末の練習
問題に解答

する。 

・授業における
簡単なイン
タビューテ

ストや筆記
テストを行
う。 

・課末の練習問
題の解答状
況を見る。 

   「外国語理解の能力」 

a. 本文の英文を聞い

て，内容を理解する。 

b. 本文の英文を読ん
で，エルトゥールル号

遭難事件と日本・トル
コの交流について理
解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 本文の英文を聞いて，

内容を理解することが
できる。 

b. 本文の英文を読んで，

エルトゥールル号遭難
事件と日本・トルコの
交流について理解する

ことができる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英

問の内容を理解するこ
とができる。 

d. 本文の Summary を

把握することができ
る。 

・英文を読ん

で内容を把
握し，英語
の質問に答

えたり要約
し た り す
る。 

・授業において

内容把握を
確認する英
問を行った

り簡単な筆
記テストを
行う。 

・ 課 末 の
Summaryな
どの練習問

題の解答状
況を見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. トルコの文化や風
土，人の気質について

理解する。 

b. 進行形（受動態）／
完了不定詞を用いた

文を理解する。 

a. トルコの文化や風土，
人の気質について理解

することができる。 

b. 進行形（受動態）／完
了不定詞を用いた文を

理解することができ
る。 

・本文を読ん
だり，参考

資料による
学習を行っ
たりする。 

・ 課 末 の
Language 

Awareness

による学習
を行う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問
題の解答状
況を見る。 

 
 
 


